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構築・共有 利活⽤

１．現状（実務者検討委員会で議論された課題と進捗）

（１）デジタルコンテンツの拡充
・デジタル化の先進的な取組事例をジャパンサーチや産学官フォーラムを通じて共有・啓蒙を実施
・デジタルアーカイブのための⻑期保存ガイドライン（2020年版）を取りまとめ

⇒パブリシティ権、個⼈情報保護法制への対応等は中⻑期的課題

（２）デジタル情報資源のオープン化及び利活⽤のための基盤整備
・ガイドライン「デジタルアーカイブにおける望ましい⼆次利⽤条件表⽰の在り⽅について(2019年版)」の取りまとめ

⇒ガイドラインの普及促進によりオープン化を推進

（３）デジタルアーカイブ構築及び連携を推進する仕組みづくり
・評価シート「デジタルアーカイブアセスメントツール」を策定・公開

⇒アーカイブ機関へのインセンティブについては今後の検討課題
（４）分野横断型統合ポータルサイトの構築

・ジャパンサーチ試験版（平成31年2⽉）を公開、メタデータ共通フォーマットを策定
・ジャパンサーチ正式版（令和2年8⽉）を公開

⇒オープンに流通可能なメタデータの提供を継続して推進

（５）つなぎ役の⽀援
・具体的な役割がイメージしにくく、またメリットが⾒出だしづらい中で、連携機関は増加している

⇒つなぎ役の役割を明確化し、どのような⽀援を⾏うべきかについては、専⾨的な議論が必要

（６）アーカイブ機関の⼈材教育⽀援
・幅広い知識や理解を要する⼈材育成には、育成環境や財政基盤等の課題がある

⇒デジタルアーカイブを推進する⼈材育成について、継続して検討が必要
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２．各WGの検討課題と論点(案)

①デジタルアーカイブ社会実現に向けた今後の取組
┗デジタルアーカイブジャパン推進委員会・実務者検討委員会報告書等において⽰された我が国が⽬指すデジタル
アーカイブ社会の在り⽅を踏まえ、中⻑期的に取り組むべき政策課題

┗優先順位

②利活⽤促進のための具体施策について
┗好事例の収集や共有⽅策（例．海外におけるEuropeanaやDPLAの活⽤事例、連携の事例、商業利⽤の事
例等）

┗アーカイブの構築・共有・利活⽤における産学官連携に関する論点整理 等

③法的課題への対応
┗肖像権、パブリシティ権、個⼈情報保護等に係る課題への対応

┗アセスメント・ツールの活⽤ 等

④アーカイブ機関の⼈材教育⽀援策について
┗現状の把握

┗具体的な能⼒向上策 等

⑤その他
┗⽂化学術資源タイプのデータ以外のデータ（スポーツの記録データや気象観測データ等）のデジタルアーカイブの扱
い（ジャパンサーチ連携先との関係）

全体戦略ＷＧ
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①ジャパンサーチのプラットフォーム化
┗プラットフォーム化（⽇本社会全体のデジタルトランスフォーメーションを推進するための基礎⽀援）の意義
┗プラットフォーム化の具体的な内容

②連携先の拡充
┗連携拡充の⽅針・⼯程表
┗優先的に連携する分野・領域の特定

③つなぎ役の役割と創出・⽀援策
┗役割の明確化
┗⽀援策

④コミュニティの育成／サポーター制度
┗利⽤者コミュニティの育成⽅法（つなぎ役の位置付け⽅を含む）
┗サポーター制度の設計・運⽤・インセンティブ

⑤ジャパンサーチ利活⽤事例の創出と情報共有
┗具体化の⽅策
┗連携機関の協⼒⽅法
┗イベント、SNS、動画サイト以外の効果的な情報共有の⼿法

⑥運営体制について

┗持続可能な運営体制

①ジャパンサーチのプラットフォーム化
┗プラットフォーム化（⽇本社会全体のデジタルトランスフォーメーションを推進するための基礎⽀援）の意義
┗プラットフォーム化の具体的な内容

②連携先の拡充
┗連携拡充の⽅針・⼯程表
┗優先的に連携する分野・領域の特定

③つなぎ役の役割と創出・⽀援策
┗役割の明確化
┗⽀援策

④コミュニティの育成／サポーター制度
┗利⽤者コミュニティの育成⽅法（つなぎ役の位置付け⽅を含む）
┗サポーター制度の設計・運⽤・インセンティブ

⑤ジャパンサーチ利活⽤事例の創出と情報共有
┗具体化の⽅策
┗連携機関の協⼒⽅法
┗イベント、SNS、動画サイト以外の効果的な情報共有の⼿法

⑥運営体制について
┗持続可能な運営体制

ジャパンサーチＷＧ



３．WGのアウトプットについて（案）
【取りまとめ】

• 2021年4⽉~６⽉ころ 2020年度議論のまとめ（簡易版）
• 2022年4⽉~6⽉ころ 中間とりまとめ
• 2023年4⽉~6⽉ころ WG報告書

【各種ガイドライン改訂版】 改訂時期案
• デジタルアーカイブの構築・共有・活⽤ガイドライン
（2017年4⽉公表／実務者協議会） →2021年9⽉⽬途

• デジタルアーカイブにおける望ましい⼆次利⽤条件表⽰の在り⽅について（２０１９年版）
（2019年3⽉公表） →2022年9⽉⽬途

• デジタルアーカイブのための⻑期保存ガイドライン（２０２０年版）
（2020年8⽉公表） →2023年9⽉⽬途

【解説・説明書】 策定時期案
• デジタルアーカイブアセスメントツール（改訂版）解説書 →2021年9⽉⽬途

【普及・広報活動】
• ガイドラインの改訂版等を、JPSウェビナーや各種イベントで定期的に説明
• 各種イベントの様⼦をYoutube公式チャンネルにて配信
• JPSチュートリアル動画やガイドライン解説動画の作成を検討
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４．WGの開催スケジュール（案）

※WG検討→検討委員会まとめ→推進委員会報告の流れ。WGの具体的な開催時期は流動的なため、幅を持たせています。 5
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５．課題の検討スケジュールイメージ（~2021年度）

※すぐに結論を導くことが困難な案件も想定されるため、議論の経過やフォローアップの状況次第で、開催時期とテーマは柔軟に対応。
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2020年
第1回

（合同）
進め⽅／テーマ案 第1回

（合同）
進め⽅／テーマ案

①ジャパンサーチのプラットフォーム化
2021年 ②連携先の拡充について

③つなぎ役の役割と創出・⽀援策について
①デジタルアーカイブ社会実現に向けた今後の取組
②利活⽤促進のための具体施策について

④コミュニティの育成／サポーター制度
⑤JPS利活⽤事例の創出と情報共有

③法的課題への対応（法案やGL公表に合わせる）
ヒアリング（案） 肖像権ガイドライン

図書館権利制限規定
・議論取り纏め案

⑥運営体制について
・アセスメントツール（改定版）解説書案

④アーカイブ機関の⼈材教育⽀援策について
・構築共有活⽤ガイドライン改定案

第4回の課題洗い出しの議論を踏まえてテーマ設定

⑤その他
2022年

実務者検討委員会（第11回）※暫定

ＤＡＪ推進委員会（第５回）※暫定

第3回

第3回

第４回

第４回

第5回

第5回

ＪＰＳ全体戦略時期

第2回

第2回

１⽉~3⽉

10⽉以降

10/29

４⽉~６⽉

７⽉~９⽉

各テーマのフォローアップ


